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町
長
の
行
政
報
告（

一
部
抜
粋
）

厚
生
労
働
省
と
の
人
事
交
流
に
つ
い
て

　
四
月
か
ら
厚
生
労
働
省
と
の
人
事
交
流
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭

局
総
務
課
少
子
化
対
策
企
画
室
か
ら
派
遣
を

い
た
だ
き
、
福
祉
保
健
課
に
配
属
し
、
福
祉

保
健
業
務
全
般
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
町
の
職
員
を
同
省
雇

用
均
等
・
児
童
家
庭
局
保
育
課
に
派
遣
し
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
交
流
は
二
年
間
の
予
定
で
す
が
、
町

り
組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

農
政
関
連
に
つ
い
て

　
平
成
十
九
年
度
か
ら
始
ま
る
新
た
な
経
営

安
定
対
策
へ
の
対
応
と
し
て
、
四
月
一
日
か

ら
農
政
課
内
に
新
た
に
担
い
手
対
策
班
を
設

け
三
名
の
職
員
を
配
置
し
、
担
い
手
の
確
保

育
成
、
集
落
営
農
や
農
業
法
人
化
等
の
組
織

化
に
向
け
て
、
県
や
農
業
団
体
と
連
携
の
も

と
に
地
域
の
合
意
形
成
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
。
四
月
末
現
在
で
説
明
会
や
集
落
座
談
会

を
町
内
百
六
十
七
カ
所
で
開
催
し
、
二
千
二

百
十
八
名
の
担
い
手
や
農
家
が
出
席
し
て
お

り
ま
す
。
現
在
は
、
組
織
の
熟
度
評
価
と
併

せ
て
推
進
モ
デ
ル
地
区
の
選
定
作
業
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　
平
成
十
八
年
度
の
農
家
別
転
作
目
標
面
積

は
千
六
百
七
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
生
産
目
標

数
量
配
分
率
は
七
十
一
・
六
四
パ
ー
セ
ン
ト

で
農
家
の
皆
様
へ
一
律
に
配
分
し
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
お
り
、
五
月
二
日
ま
で
に
農

家
の
皆
様
か
ら
水
稲
生
産
実
施
計
画
書（
確

認
野
帳
）の
回
収
を
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

転
作
の
第
一
次
確
認
は
六
月
十
九
日
か
ら
三

十
日
ま
で
を
現
地
確
認
期
間
と
し
て
、
関
係

機
関
の
協
力
を
得
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
加
工
米
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら

美
郷
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

二
十
件
を
承
認
・
可
決

　
平
成
十
八
年
第
四
回
町
議
会
定
例

会
が
六
月
八
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の

六
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
美
郷
町
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
の

ほ
か
、
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
二
十

件
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

か
ら
別
の
組
織
に
出
る
こ
と
、
別
の
組
織
か

ら
招
き
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
い
視
野

に
立
っ
た
職
員
の
意
識
向
上
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
変
革
の
時
代
の
中
、
新
し
い
視
点

や
発
想
で
、
課
題
解
決
に
取
り
組
む
職
員
を

育
成
す
る
こ
と
で
、
的
確
な
行
政
推
進
や
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大
仙
美
郷
環
境
事
業
組
合
営
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
建
設
事
業
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

　
大
仙
美
郷
環
境
事
業
組
合
営
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
は
、
昨
年
度
末
に
は
基
本
計

画
、
基
本
設
計
、
生
活
環
境
影
響
調
査
、
地

域
計
画
等
が
完
了
し
て
お
り
、
事
業
の
承
認

と
交
付
金
の
内
示
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
本
年
度
に
入
り
四
月
に
は
実
施

設
計
業
務
委
託
を
締
結
し
、
六
月
下
旬
に
工

事
の
発
注
が
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　
施
設
は
被
覆
型（
ク
ロ
ー
ズ
ド
型
）処
分
場

で
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
三
十
四
年
度

ま
で
の
十
五
カ
年
埋
め
立
て
処
理
を
計
画
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在
使
用
し
て
い

る
最
終
処
分
場
は
勿
論
の
こ
と
、
新
設
処
分

場
の
埋
め
立
て
期
間
の
延
長
を
図
る
た
め
、

新
設
処
分
場
へ
の
搬
入
開
始
に
合
わ
せ
、
構

成
市
町
の
更
な
る
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
に
取
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可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

●
美
郷
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
平
成
十
八
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の
税

率
等
を
改
正
す
る
条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
十
二
ペ
ー
ジ

の「
平
成
十
八
年
度
の
美
郷
町
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
が
決
ま
り
ま
し
た
」を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
美
郷
町
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
の
委

員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

美
郷
町
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
の
委
員

の
定
数
等
を
定
め
る
た
め
、
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

●
美
郷
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

農
家
の
皆
様
の
自
主
的
な
希
望
数
量
の
申
込

み
と
な
っ
て
お
り
、
二
百
七
十
九
・
七
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
申
込
み
が
あ
り
、
昨
年
よ
り
四
十

三
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
十
八
・
六
パ
ー
セ
ン

ト
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
か
ね
て
か
ら
国
と
県
に
要
望
し
て
お
り
ま

し
た「
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
　
本
堂

城
回
地
区
」の
新
規
事
業
採
択
が
、
平
成
十

八
年
四
月
三
日
付
け
で
東
北
農
政
局
長
よ
り

秋
田
県
に
採
択
通
知
が
交
付
さ
れ
、
今
年
か

ら
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
再
生
計
画「
し
ず
の
ま
ち
」美
郷
町

六
郷
湧
水
群
再
生
計
画
に
つ
い
て

　
下
水
道
と
浄
化
槽
を
一
体
的
に
整
備
す
る

地
域
再
生
計
画「
し
ず
の
ま
ち
」美
郷
町
六
郷

湧
水
群
再
生
計
画
が
、
内
閣
府
よ
り
認
定
を

受
け
ま
し
た
。
従
来
下
水
道
は
公
共
下
水
道

事
業
と
し
て
、
浄
化
槽
は
浄
化
槽
整
備
事
業

と
し
て
独
自
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

事
業
を
一
体
化
す
る
こ
と
で
よ
り
柔
軟
な
予

算
活
用
が
可
能
と
な
り
、
地
域
に
よ
り
密
着

し
た
形
で
環
境
を
整
備
し
住
民
の
生
活
環
境

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
美
郷
町
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
委
員

の
報
酬
の
額
を
定
め
ま
し
た
。

●
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
大
坂
善
知
鳥
外
川
原
線（
大
坂
橋
）橋
梁
工

事
と
大
坂
善
知
鳥
外
川
原
線
改
良
舗
装
工
事

（
二
工
区
）の
契
約
金
額
の
増
額
変
更
が
そ
れ

ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
十
八
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
補
正
予

算
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
千
七
百
四
万
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
百
十
二
億

四
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
四
月
に
行
っ
た
職
員
の
人

事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
調
整
の
ほ
か
、
児

童
手
当
の
制
度
改
正
に
か
か
る
歳
入
歳
出
予

算
の
組
替
え（
二
千
八
百
十
万
円
）、
町
営
住

宅
建
設
事
業
の
事
業
量
の
追
加（
三
千
四
百

三
十
二
万
五
千
円
）、
生
活
機
能
評
価
委
託

（
五
百
二
万
四
千
円
）な
ど
で
す
。

生
活
機
能
評
価
と
は

　
六
十
五
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
要
介
護

状
態
や
虚
弱
化
を
予
防
す
る
た
め
に
、
そ
れ

ら
を
も
た
ら
す
主
要
な
危
険
因
子
を
早
期
発

見
し
、
生
活
指
導
等
に
結
び
つ
け
る
仕
組
み

の
こ
と
で
す
。

●
平
成
十
八
年
度
美
郷
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

　
歳
入
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額

や
前
年
度
繰
越
金
の
増
額
及
び
歳
出
に
お
け

る
老
人
保
健
拠
出
金
の
増
額
等
に
つ
い
て
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
百
二
十
二
万
五
千
円

を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
二
十
二

億
四
千
六
百
四
十
四
万
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
十
八
年
度
美
郷
町
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算

　
支
払
基
金
や
県
か
ら
の
交
付
金
等
の
返
還

金
に
要
す
る
歳
入
歳
出
予
算
の
増
額
に
つ
い

て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
二
百
十
五
万

五
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

二
十
七
億
六
千
二
百
四
十
万
二
千
円
と
し
ま

し
た
。

●
平
成
十
八
年
度
美
郷
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　
六
郷
東
部
簡
易
水
道
事
業
の
増
額（
千
二

百
五
十
四
万
円
）等
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
二
千
九
十
三
万
七
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
四
億
二
千
八
百

九
十
七
万
二
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
美
郷
町
モ
ー
テ
ル
類
似
旅
館
規
制
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
町
の
善
良
な
風
俗
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う

に
、
モ
ー
テ
ル
類
似
旅
館
の
新
築
又
は
改
築

を
規
制
し
、
清
純
な
生
活
環
境
を
維
持
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

　
県
内
に
お
い
て
小
学
生
が
犠
牲
と
な
っ
た

痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
町
で

は
、
直
ち
に
町
民
の
皆
様
に
子
ど
も
見
守
り

と
不
審
者
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
防
犯
協
会
、
防
犯
指
導
隊
、
交
通
指
導

隊
、
子
ど
も
見
ま
も
り
隊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

員
の
皆
様
に
見
守
り
強
化
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
に
対
し
ま
し
て
も
緊

急
校
長
会
を
開
催
し
、
登
下
校
時
に
お
け
る

安
全
確
保
の
体
制
の
再
点
検
と
、
取
り
組
み

の
強
化
を
指
導
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
と
も
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
最
優

先
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を

守
る
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。


